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① センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】製造装置の非接触での異常振動監視技術の開発(R4-6) 
４．０ 

② センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】法線ベクトル推定 AI の開発(R6) 
４．２ 

③ センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】センシングデータを活用した作業内容推定手法の開発(R6) 
３．５ 

④ 企業等との共同研究（実用化研究） 

【完了】ウェアラブルセンサと AI モデルによる健康経営補助システム開発(R4-6) 
４．１ 

⑤ センター単独研究（先駆的研究） 

【完了】複雑形状部品の姿勢制御とリアルタイム測定を実現する立体駆動装置の開発(R5-6) 
３．３ 

⑥ センター単独研究（先駆的研究） 

【継続】ネットワークアナライザを用いた高周波ノイズ対策部品の性能評価に必要なインピーダンス

測定治具の開発(R6-7) 

３． ７ 

⑦ センター単独研究（実用化促進研究） 

【新規】予知保全のための振動評価と振動の AI 解析システムの開発(R7-8) 
３．７ 

⑧ センター単独研究（実用化促進研究） 

【新規】センシングデータを用いた作業進捗に関わる要因解析手法の開発（R7-8） 
３．７ 

材
料
・
加
工
分
科
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① センター単独研究（先駆的研究） 

【完了】強度特性向上を目指したゴムとバイオマスナノファイバーとの複合化技術の開発(R6) 
３．４ 

② センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】浸漬法による天然由来ファイバー/樹脂複合材の剛性と衝撃強度の両立を目指した材料開発

(R6) 

４．３ 

③ センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】ドライ絞り加工を実現するTiC-Ti複合材料の開発(R6) 
４．０ 

④ プロジェクト研究（外部資金研究）※R7はセンター単独研究（先駆的研究）へ移行 

【継続】動力伝達部品の疲労強度向上を目指したレーザ照射による浸炭焼入れ硬化層の改質技術の開発（R6-8） 
３．７ 

⑤ 企業等との共同研究（戦略的研究） 

【新規】天然材料と高分子複合材化の実用化技術の開発(R7) 
３．９ 

食
品
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① 企業等との共同研究（実用化研究） 

【完了】駆除ウニの有効活用の一環として養殖されたウニの風味評価と品質を維持した冷凍保管方法

の検討(R4-6) 

３．７ 

② センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】調味済み昆布加工残渣の加工食品への活用(R6) 
３．９ 

③ 企業等との共同研究（戦略的研究） 

【完了】食品加工残滓を活用したペプチド混合物の呈味性改善と健康機能性評価(R4-6) 
３．４ 

④ センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】機能性成分等を保持する利便性の高い酒粕素材化技術開発(R5-6) 
３．９ 

⑤ センター単独研究（実用化促進研究） 

【完了】きのこフードロス素材を活用した新しい食品の開発(R6) 
４．１ 

⑥ 企業等との共同研究（戦略的研究） 

【新規】果実香気成分の粉体素材化および徐放安定化手法の開発（R7） 
３．３ 

⑦ センター単独研究（実用化促進研究） 

【新規】不活性ガスによるカニやエビの黒変を抑制する技術開発（R7） 
３．６ 

⑧ センター単独研究（先駆的進研究） 

【新規】培養肉形成のための海洋資源由来可食性素材を用いた培養足場素材の開発（R7-8） 
３．９ 

⑨ センター単独研究（実用化促進研究） 

【新規】酵素を活用した調味料への水産加工残滓の活用法開発（R7-8） 
３．３ 

⑩ センター単独研究（先駆的進研究） 

【新規】質量分析計を用いた機能性成分分析による農産物の高付加価値化（R7） 

～加熱処理食品の成分変化のハイスループット解析～ 

３．５ 
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